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 表 1に示した事例は昭和 3年に三重県志摩郡大王町畔名（現、志摩市大王町畔名）の農
家に生まれて、同地の鰹節製造業を営む家に嫁ぎ、三人の子供を出産し、第三子が乳離れ










 彼女が恒常的に潜水漁に従事することをやめた平成 8年までの 39年間のアワビの生涯
総漁獲量は 18,495.5キログラム、サザエは 7,883.05キログラムでアワビを主要漁獲物と
してきた様子がよくわかる。彼女が も盛んにアワビを採捕した昭和 62年の 1,281.49キ
ログラムを頂点として昭和 56年の 561.5キログラムから平成 6年の 723.8キログラムま
での 14年間は、常に年間 500キログラム以上のアワビを採捕していたことになるが、こ
の期間の彼女の年齢は 53歳から 66歳である。 
 また、彼女が日平均漁獲額で 50,000円以上になるのは 60歳から 66歳までの間で、64
歳の時には日平均漁獲額が 66,414円となっている。彼女の場合、潜水漁の熟練状態とい
うべき状態になったのは 50歳代からで、そのピークとなったのが 64歳ということになる
ようである（小島 2002: 120-123）。 
 なお、海女を引退することを決めた翌年以後の平成 9年と 10年にも気が向いたときに












































額は 2,371円、50歳から 54歳までは 4,896円、55歳から 59歳までは 4,888円、60歳か
ら 64歳までは 2,449円、65歳以上は 2,076円で操業形態の差異にかかわらず、50歳代を
頂点とし、40歳代と 60歳代がほぼ同額という結果になっている。 
 一方で、日平均漁獲額を 1000円刻みにみていくと、1000円台の海女の平均年齢は 53.8
歳、2000円台は 56歳、3000円台は 55.3歳、4000円台は 53歳、5000円台は 53.5歳、
7000円台は 52.5歳、8000円台は 54歳となり、平均年齢差は 52.5歳から 55.3歳まで
2.8歳の差があるが、日平均漁獲額単位で分けた小集団内では年齢差が総じて漁獲額に反


























































































   と同時にこうしたことの研究のおくれていることをも痛感した。そしてたえず焦燥
感を持って来た。事象はそこにあるのである。長い歴史を持って生活の中に存在して
いる。なぜその中から民衆の意思を読みとろうとしなかったのだろうか。 




活からはなれた生活はないからである。(宮本 1979: 254-255) 
 
 また、次のようにも述べている。 
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写真１ 海女の装具（三重県志摩市安乗 2013年 8月撮影） 
 
 
写真２ 操業中の海女（三重県志摩市安乗 2013年 8月撮影） 
 





写真３ ウェットスーツ着用の海女（三重県鳥羽市神島 2013年 8月撮影） 
 
 
写真４ 老眼仕様の潜水メガネ（三重県志摩市安乗 2013年 8月撮影） 
 
 





表 1 素潜り潜水漁業者の現役期間の漁獲量および漁獲額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
